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1.  平成23年6月期第2四半期の業績（平成22年7月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第2四半期 3,425 2.6 34 ― 62 89.9 59 111.6
22年6月期第2四半期 3,339 △14.7 3 △95.6 33 △67.5 28 △52.0

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年6月期第2四半期 15.02 ―
22年6月期第2四半期 7.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第2四半期 7,713 6,800 88.2 1,704.31
22年6月期 7,623 6,788 89.1 1,701.51

（参考） 自己資本   23年6月期第2四半期  6,800百万円 22年6月期  6,788百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
23年6月期 ― 10.00
23年6月期 

（予想） ― 10.00 20.00

3.  平成23年6月期の業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,670 5.1 3 ― 30 ― 30 ― 7.52



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期2Q 4,105,000株 22年6月期  4,105,000株
② 期末自己株式数 23年6月期2Q  115,117株 22年6月期  115,117株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期2Q 3,989,883株 22年6月期2Q 3,989,960株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期の業績等に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間（平成 22 年７月１日～平成 22 年 12 月 31 日）におけるわが国経済は、外

需牽引型の成長構造により、緩やかな回復基調が概ね維持されたものの、急速な円高や株式市場の

低迷、長期化するデフレに加え、政策効果の剥落に伴う個人消費の減退懸念など、景気の先行きに

対する不透明感は依然として拭い去れない厳しい状況の下で推移致しました。当社の関連する住宅

市場におきましては、各種住宅取得支援政策の拡充効果を背景として、新設住宅着工戸数に緩やか

な持ち直しの動きが見られたものの、雇用・所得環境には未だ厳しさが残存していることから、経

済情勢と同様に本格的な回復には至らない状況で推移致しました。このような状況の下、当社は市

場価格の適正化に努めるとともに、販売費及び一般管理費の圧縮等、調整かつ管理可能な諸施策を

講じつつ、昨年 10 月には東京（アトム CS タワー・新橋）及び大阪（アトム住まいの金物ギャラリ

ー大阪事業所）の２拠点において「秋の内覧会」を開催して好評を博す等、積極的な商品展開と販

路の拡大に懸命の努力を重ねてまいりました結果、当第２四半期累計期間の業績は売上高 3,425

百万円（前年同期比 2.6％増）、営業利益 34 百万円（前年同期比 1,030.7％増）、経常利益 62 百万

円（前年同期比 89.9％増）、四半期純利益 59 百万円（前年同期比 111.6％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期末の資産総額は 7,713 百万円となり、前事業年度末に比べ 90 百万円増加となりま

した。主な内容は、現金及び預金が 275 百万円減少しましたが、受取手形及び売掛金が 339 百万

円増加、工具、器具及び備品（純額）が 14 百万円増加したこと等によるものです。 

 負債につきましては 913 百万円となり、前事業年度末に比べ 79 百万円増加となりました。主な

内容は、買掛金が 98 百万円増加したこと等によるものです。 

 純資産につきましては 6,800 百万円となり、前事業年度末に比べ 11 百万円増加となりました。

主な内容は、配当金支払で 39 百万円減少しましたが、第２四半期累計期間における四半期純利益

で 59 百万円増加したこと等によるものです。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末

に比べ 275 百万円減少し、当第２四半期末では 1,595 百万円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりで

あります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果使用した資金は 84 百万円となりました。 

  主な資金増加要因は、税引前四半期純利益 61 百万円、資金流出ではない減価償却費 83 百万

円、仕入債務の増加額 98 百万円等によるものです。また主な資金減少要因は、売上債権の増

加額 345 百万円等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果使用した資金は 150 百万円となりました。 

  これは商品開発等の金型取得で有形固定資産の取得による支出 51 百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  財務活動の結果使用した資金は 40 百万円となりました。 

  これは配当金の支払額 40 百万円によるものです。 
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（３）業績予想に関する定性的情報 

 今後の見通しにつきましては、上述の経済環境を要因として、足踏みの状況が続くものと考えら

れますが、当社の関連する住宅市場におきましては、一部の住宅取得支援政策の延長が決定された

こともあり、当面、緩やかな持ち直しの動きは維持されると思われるものの、雇用・所得環境の明

確な改善は期待し難く、早期かつ劇的な回復は望めないものと思われます。このような状況の下、

当社と致しましては第７次中期経営計画（第 56 期～第 58 期）に基づく、経営組織の改革による次

代に向けた基盤の構築を基本方針として、厳しい市場環境に即応し得る営業体制をより強化すると

ともに、併せて前述した「秋の内覧会」に続いて、第４四半期冒頭の本年４月には「春の新作発表

会」の開催を予定しており、今後とも春秋年２回の展示会を通して新たな展開を図りつつ、併せて

「アトム CS タワー」では、住宅関連企業のみならず、住生活に関わる周辺多分野にわたるイベン

ト及びセミナー等を開催して積極的な活動を展開し、新規事業と既存事業との更なる相乗効果の実

現を目論んでまいりたいと思います。 

 なお通期の業績見通しにつきましては、現時点に於いて平成 22 年８月５日公表の「平成 23 年６

月期の業績予想」に変更はございません。 

 

２．その他の情報  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

・ 固定資産の減価償却の算定方法 

 定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間配分して算

定する方法によっております。 

・ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。 

 当第２四半期会計期間末の繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度におい

て使用した将来の業績予想やタックス・プランニングに、経営環境等に由来する一時差異等の

発生状況の変化による影響を加味したものを利用する方法によっております。 

 

② 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20

年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21

号 平成 20 年３月 31 日）を適用しております。 

 なお、これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期財務諸表 
 （１）四半期貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,595,349 1,870,572

受取手形及び売掛金 1,905,425 1,565,567

有価証券 286,730 387,810

商品 420,700 447,847

貯蔵品 － 12,936

その他 60,407 62,414

貸倒引当金 △5,920 △3,453

流動資産合計 4,262,691 4,343,693

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,138,628 1,167,042

工具、器具及び備品（純額） 124,908 110,183

土地 1,027,767 1,027,767

その他（純額） 1,243 1,317

有形固定資産合計 2,292,547 2,306,310

無形固定資産 28,472 35,406

投資その他の資産   

投資有価証券 1,017,316 820,118

その他 120,305 119,204

貸倒引当金 △7,545 △1,632

投資その他の資産合計 1,130,075 937,690

固定資産合計 3,451,096 3,279,406

資産合計 7,713,788 7,623,099

負債の部   

流動負債   

買掛金 449,249 350,638

未払法人税等 3,711 4,961

その他 107,526 107,371

流動負債合計 560,487 462,972

固定負債   

退職給付引当金 185,342 185,063

役員退職慰労引当金 163,637 179,345

その他 4,307 6,893

固定負債合計 353,286 371,303

負債合計 913,774 834,275

アトムリビンテック㈱（3426）平成23年６月期　第２四半期決算短信（非連結）

－　4　－



(単位：千円)

当第２四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 300,745 300,745

資本剰余金 273,245 273,245

利益剰余金 6,298,202 6,278,179

自己株式 △64,475 △64,475

株主資本合計 6,807,716 6,787,693

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △7,702 1,130

評価・換算差額等合計 △7,702 1,130

純資産合計 6,800,014 6,788,824

負債純資産合計 7,713,788 7,623,099
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 （２）四半期損益計算書 
  （第２四半期累計期間） 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 
  至 平成21年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 
  至 平成22年12月31日) 

売上高 3,339,049 3,425,693

売上原価 2,441,761 2,489,624

売上総利益 897,287 936,068

販売費及び一般管理費 894,239 901,601

営業利益 3,048 34,466

営業外収益   

受取利息 14,042 9,922

受取配当金 301 362

仕入割引 9,984 9,961

その他 5,801 8,220

営業外収益合計 30,129 28,466

営業外費用   

有価証券償還損 38 －

営業外費用合計 38 －

経常利益 33,138 62,932

特別利益   

貸倒引当金戻入額 210 －

特別利益合計 210 －

特別損失   

固定資産除却損 6,141 1,786

特別損失合計 6,141 1,786

税引前四半期純利益 27,208 61,145

法人税、住民税及び事業税 103 1,234

法人税等調整額 △1,211 △9

法人税等合計 △1,108 1,224

四半期純利益 28,316 59,921
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 （３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年７月１日 
  至 平成21年12月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 
  至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 27,208 61,145

減価償却費 95,352 83,475

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,386 8,379

退職給付引当金の増減額（△は減少） 513 278

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,625 △15,708

製品補償引当金の増減額（△は減少） △111,383 －

受取利息及び受取配当金 △14,343 △10,284

有価証券償還損益（△は益） △1,161 △4,000

固定資産除却損 6,141 1,786

売上債権の増減額（△は増加） △164,380 △345,763

たな卸資産の増減額（△は増加） △17,651 40,083

仕入債務の増減額（△は減少） 111,920 98,011

その他 26,103 △24,000

未収消費税等の増減額（△は増加） 3,832 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,452 10,737

小計 △31,158 △95,859

利息及び配当金の受取額 13,154 10,186

法人税等の支払額 19,630 1,481

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,626 △84,191

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 101,000 100,000

有形固定資産の取得による支出 △57,813 △51,523

無形固定資産の取得による支出 － △2,191

投資有価証券の取得による支出 △176,299 △202,399

貸付金の回収による収入 2,132 2,182

その他 － 3,371

投資活動によるキャッシュ・フロー △130,981 △150,561

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △39,945 △40,470

財務活動によるキャッシュ・フロー △39,945 △40,470

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △169,300 △275,223

現金及び現金同等物の期首残高 1,772,130 1,870,572

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,602,830 1,595,349
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（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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